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1 自己評価及び外部評価結果

【事業所概要(事業所記入)】

事業所番号 3690168269 

法人名 株式会社グレイスウエルネス

事業所名 グループホームサムデイワルツ

所在地 徳島県徳島市川内町平石若松95

自己評価作成日 令和7年11月1白 I叩結果市町村受理り
F※事業所の基本情報は、公表センタ一ページで閲覧してください。(↓このURしをクリック)
|基本情報リンク先Ihttps紅s:/ゴ//www.kai克印削ok句伽e町en附1

【評価機関概要(評価機関記入)川】

評価機関名 |社会福祉法人徳島県社会福祉協議会

所在地 |徳島県徳島市中昭和町1丁目2番地県立総合福祉センター3階

訪問調査日 |令和7年12月16日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点(事業所記入)】

事業所ではご利用者稼に『明るく楽しく安らぎと幸せを実感」を常に基本に置き、職員が新主主薩しを
色々考えて、毎月行事を行っております。川内町の文化祭や、郵便局にも、ご利用者様と一緒に作成し
た作品を展示させて頂いております。地域住民様の御意見をいただいたりしております。家庭的な雰囲
気の中で、安心してお過ごしして頂けるように、毎週の主治医の往診や、看護師を配置して衛生管理、
身体管理を行っております。環境面では草花や季節の野菜を育て、野菜の収穫や水やりを手伝って頂
いております。

【外部評価で確認した事業所の罷れている点、工夫点(評価機関記入)】
事業所は、幹線道路から少し入った所に位置し、周りは田畑や民家が広がり、のどかな風景が見渡せる。理念で
ある“明るく楽しく安らぎと幸せを実感"を全職員が介護の基本であると考え、共有理解のもとに、利用者の人格や
尊厳を大切にサービスの提供に努めている。職員は、町内会の一員として、近隣神社の清掃活動や資源ごみの
回収に参加するなど、地域貢献活動にも取り組んでいる。利用者とともに、玄関や中庭で草花の栽培活動から種
や多肉植物の配布を行ったり、書道、塗り絵、俳句、手作りの作品を地域文化祭へ出展の外、定期的に地元郵便
局の作品ブースに掲示させてもらっている。医療面では、本人・家族等の希望にそったかかりつけ医への定期受
診支媛や、協力医療機関からの往診も毎週受けている。常勤看護師の配置により、日常的な体調不良に加え緊
急時の対応についても相談がしやすい体制構築に努めている。

V.サービスの成果に関する項目(アウトカム項目) ※項目恥1.....55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取り組みの成果

項 目
取り組みの成果

↓該当するものにO印 ↓該当する項目にO印

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
。
1.ほ肩ぽ全看て百の21利3(i;用者Fの(J)一一一一一一

職員は、家族が困っている」と、不安な」と、求
玉一Z一一は14 211 :ほ家雇ほ面全豆て沼のE家E簾FとE 

56 を掴んでいる
2.手lJ

63 
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ

(参考項目23，24，25) 3 . 利Iま1肩ス=著疋訂面17石亘モZFEJL1正~L面で一一一一← 一
ている 家族の1/3くらいと

4. (参考項目 :9，10，19) ほとんどできていない

者lJ用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
。L毎日ある

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
1.ほぽ毎日のよう1=

2.数日に1回雇麗ある 2.数日に1回程度
57 がある

3.たまにある
64 域の人々が訪ねて来ている 。3.たま1=

(参考項目18，38)
4.ほとんどない

(参考項目 2，20)
4.ほとんどない。

1.1ま肩ぽ吾全て百の利え用了京者王が五 運営推進会議を通して、地域住民や地πの関 1.大いITにヲ増噌え支てTいEるY石
58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている 2手lJm*(J)2/3<i;L¥tJ{ 

65 
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所 。2.少

(参考項目 :38) 3利用者の1/3くらいが の理解者や応援者が増えている 3あまり増えていない
4.ほと::!vc'L\~よい f参考項目4) 4全くいない

利用者は、職員が支援することで生き生きしたー 1.1ま用ぽ全者てのの利用者か 」 旦川旧同 1まぽ全ての職員が。2.手lJm*(J)2/3くらいが 職員は、活き活きと働けている 職員の2/3くらいiT←一一ー
59 表情や姿がみられている

3.利用者の1/3くらいが
66 
(参考項目11，12) 職員の1/3くらいが

(参考項目 :36，37) 
4ほとんどいない ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい 1ほ肩ほ著全百ての利用者が 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満

当璽諜塾60 る
2.手lJm*(J)2/3くらいが

67 足していると思う
(参考項目 :49)

。3利用者の1/3くらいが
4ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
。
1.1まぽ全ての利用くら者いがカT 職員から見て、利用者の家族等はサービスにお 一一口一-r:l一言まIま全ての家族等が
2.利用者の2/3くら 族等の2/3くらいが

61 く過ごせている
3.利用者百1/3くらいが

68 おむね満足していると思う
族等の1/3くらいが

(参考項目 :30，31) 
4ほとんどいない とんどできていない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
。
玄1.車1ま両ぽ著全否ての豆瓦利く用E者Fが示一

62 な支援により、安心して暮らせている
3.利用者の1/3くらいが

(参考項目 :28) 
4.ほとんどいない



自己評価および外部評価結果
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近くの神社の清掃活動に参加し、廃品回収|職員は、町内会活動で近隣神社の清掃活
のお手伝いもさせて頂いております。地域 |動や隔月に行われる資源ごみ回収に参加し
方々との交流は、コロナがまだ終息して |ている。地域文化祭に作品を出展するほか、
いないが、少しずつですが再開しておりま |皆で育てた花の種や多肉植物を配布してい
す。 |る。

運営推進会議会議で外部評価の結果を報告し、E
今後の取り組みについて話しAっています外部I~か月毎に開催。 家族等や民生委員・近隣保育所園長・

ロ 。 1住職・地域包括支援センター・他のグループホームの管
研修の伝達研修や内部研修、運営推進会議で |理者等の出席を得ている。意見交換や講師を招いての
の意見を日常のケアに反映しています。講師の|勉強会も行っている
先生をお招きして勉強会も行っております。

5 1 (4) 10市町村との連携 |市町村担当者には相談事や疑問がある時|管理者は、毎月市担当窓口を訪問している。実績
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所|は、電話やメールなどで相談に乗ってもらっ|報告書を提出する際、日頃の取組についても会議
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝 |ている。生活保護の方の受け入れも行って|録や写真により{云えている。業務では、加算等の
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる |おり、担当ケースワーカーとも連絡を密に取|分からないことについて相談を行うなど顔の見え

7 

るようにしている。 1る関係の構築を図っている。

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい|年lこ4回の虐待防止委員会の開催と施設
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で|内で勉強会を行い、職員聞で理解を進め、
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払 |虐待防止に努めています。
い、防止に努めている

2 



自 外
項 目

自己o.....1 1階 外部評価
己 部 実践状況 、 実践状況 次のスナップに向けて期待したい肉容
8 0権利擁護1::関する制度の理解と活用 年lこ1回は施設内で権利擁護に関する制度

ィプケ
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年 について研修を行っています。新しく入居さ
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要 れた利用者様には、権利擁護の説明をさせ
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支 て頂いております。また、相談された時には
援している 個別に対応もさせて頂いております。

9 0契約に関する説明と納得
契約締結時にはご本人様やご家族様に対 ~ / 契約の締結、解約文は改定等の際は、利用者や

家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行 して「契約書Jr重要事項説明書」について
は十分な説明を行っています。不安や疑問い理解・納得を図っている
には具体的に答えるように努めています。

10 (6) 0運営に関する利用者、家族等意見の反映 入居者様からは日常の会話の中から要望 職員は、日頃の関わりのなかで、意見や要望を
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な を聞くようにしています。ご家族様からは面 聴き取っている。申し送りノートに記録のうえ、金
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営 会時に直接伺うか、運営推進会議出席時に 職員で話しあって、応えるように取り組んでいる。
に反映させている お聞きしたり、電話等も活用してコミニュ 家族等には、面会時の聴き取りや電話を活用し聴

ケーションを取るように心がけています。 き取りを行い運営面に反映している。

11 (7) 0運営に関する職員意見の反映 毎月開催するカンファレンスや勉強会の中
管理者及び代表者は、日頃から職員と一緒代表者や管理者は、運営!こ聞する職員の意見や で、職員聞で話し合う機会を設けている。代
に業務を遂行し、何でも話せる関係となって提案を聞く機会を設け、反映させている 表者や管理者も現場に入札日常的に相談
いる。毎月のカンファレンスでも意見や要望

しやすい風通しの良い環境づくりを心がけて
を聞き、改善にむけ取り組んでいる。

います。

12 0就業環境の整備
代表者は職員個々の努力や実績、勤務状代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤

務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいー
況について把握するように務め、その都度

など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・ 向上心を持って働けるように声掛けをして、

条件の整備に努めている 評価するようにしている。

13 O職員を育てる取り組み 職員には順次、研修を受ける機会を設けて
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実 おります。また、サービスの質の向上に努め
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会 ております。カンファレンス時にはゲアで気
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを が付いた点等、改善した点を共有できるよう
進めている 話し合っています。

14 0同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機

他施設との交流により情報交換に努め、施
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問

設で活かせる取り組みを行っております。
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

3 
.' 



16 

17 

18 

19 

21 

項目

契約前や契約時にご家族の困っているこ
と、不安なこと、要望などに耳を傾け、受け
止めるようにしています。

常に日常生活において行動を共にして、役
割分担をする事で職員が助けられる場面が
生活の色々な場面で見られており、共に支
え合い、学び、信頼関係が築けます。

ホームでの敬老会や誕生会などへの参加
の呼びかけ、可能であれば病院受診への同
行もお願いし、共に本人を支えていく関係を
築くようにしています。

感染症の感染状況を注視しながら、外出等
を再開しています。基本的に面会も感染予
防を徹底し行っています。制隈が必要なとき
には、電話やライン通話の送信などして、関
係継続の支援に取り組んでいます。

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ|利用者同士の関係を把握するように務め、

に利用者同士が関わり合い、支え合えるような123おお25R232ZEJ諜お
支援に努めている l 

tます。

4 

事業所では、少しずつではあるが、近くの海岸ド
イブや季節の花見に出向いている。2か月毎に
訪問散髪を利用したり、家族の協力によ
や外泊を行ったりするなど、馴染みの人ゃ
に行き、関係継続ができている。



自
己
一
位

入居者の方が他施設や病院へ転院された
場合でも、面会へ行ったり、必要に応じては
本人や家族の相談を聞ける体制を取れるよ
うにしています。

24 

25 
一人一人の一日の過ごし方、心身状態、有
る能力などについては一人一人介護日誌
に記録し、全職員で把握するようにしていま
す。

ご家族様やご本人様から希望や、ご要望をL事業所では、利用者や家族、医師、看護師、薬剤
お聞きして、職員と話しA い J 本人様の現|師等からの意見を把獲し、介護計画を作成してい

ロー、~~~~，'f~~"'".7tiIる。月1回のモニタリング及び心身の状況に応じた
状に則した介護計画作成1::努めてありま |見直しも行い、現状に即した介護計画となるよう取

り組んでいる。

27 

を支えるための事業所の多機能化 |家族との外出等や本人の希望による買物
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ 1等の外出の支援や、家族との交流を図る敬
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟|老会等の行事を企画して実践しています。
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる |文、通院援助やホームでの造園や野菜栽

培等を行っています。

5 



自 外
エ頁 目

自己評価 1階 外部評価
己 部 実践状況 実践状況 次のスアップに向けて期待したい内容 | 
29 0地域資源との協働 -

一人一人の暮らしを支えている地域資源を一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな 把握するように務め、本人が心身の力を発

暮らしを楽しむことができるよう支援している 揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるように支援しています。

30 (11 ) 0かかりつけ医の受診支援
ご本人様、ご家族様と相談させて頂いた上 利用者・家族等が希望するかかりつけ医を受診してい受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
で、かかりつけ医や納得された医療機聞の る。協力医療機関からは、毎週の来訪があり看議職員が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな の報告も聴き取り、適切なアドバイスや薬の処方に取り

がら、適切な医療を受けられるように支援している 受診をして頂いております。適切な医療を受 組んでいる。専門医への受診は家族等と協力し、必要に
けられるように支援しております。 応じて受診同行等の支媛を行っている。

31 0看護職との協働 入居前のかかりつけ病院等の看護師から
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気 の情報を引き継ぎ、当ホームの看護師によ
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え り健康管理をしています。一人ひとりのご利
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を 用者様が、適切な看護や受診を受けられる
受けられるように支援している ようにしております。

32 0入退院時の医療機関との協働
入居者が入院した際には、着替え等の洗

利用者が入院した際、安心して治療で、きるように、
濯物の交換はホームで行うようにしていま

又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
す。又、病院を訪問した際には病院関係者

者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
より情報を頂き、できる限り早期退院が出来

そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
るように支援しています。

を行っている。

33 (1-2) 0重度化や終末期1::向けた方針の共有と支援 契約時1::、入居者や家族に重度化した場合や 事業所では、契約時の段階で、利用者・家族等1::

重度化した場合や終末期のあり方について、早い 終末期についての方針を説明し、希望を聴いて 重度化や終末期における方針について説明を

段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所 います。入居者の重度化が進んだ時点で、再度 行っている。また、心身の状況変化に応じて意向

でできることを十分に説明しながら方針を共有し、 移行を確認し、主治医を交えて方針を話し合うよ を再確認している。体調の急変時には、協力医療

地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
うにしています。又、看取り介護に関する研修を 機関や、常勤看護師にも連絡が取れ、看取りにつ
行い入居者が安心して最期までホームで暮らせ いての研修も行い全職員で支媛に取り組んでい

いる るように支媛しています。 る。

34 0急変や事故発生時の備え
カンファレ:ィス時に勉強会を行い、緊急時

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職

員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
の対応や事故発生時に備え応急手当や初

い、実践力を身に付けている
期対応の手技や方法を身につけておりま

す。

35 (13) 0災害対策 年2回、避難訓練を行っている。日中の避難訓練は、利 地減との交流はあり、会議にも参加を得ている
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず 年2回の防災訓練を行い、災害の多様化に 用者も一緒に行っており、家族等にも声かけし訓練の様 ため、それらの活用が望まれる。災害時につい
利用者が避難できる方法を全職員が身につける 対応できるように地域住民の協力を得られ

子も見ていただき意見を聴き取っている。備蓄について て議題を取り上げ、特に立地上の観点から避難
は、5日分の水や米、紙おむつなど整理・管理が出来て

とともに、地域との協力体制を築いている る体制作りを目指しております。 いる。しかしながら、地主まと災害時の問題や意見を交換
先も含めた話し合いが求められる。地域をよく

するまでには至っていない。
知る関係者からの情報収集に期待したい。

6 



37 

38 

39 

41 

42 

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自|日々の関わりの中で、その時々の表情や
己決定できるように働きかけている |言葉から読み解き理解し、自己決定が出来

に支援しております。

日々 のその人らしし・膏>::lL- I 

職員側の決まりゃ都合を優先するのではなく、ー|日々の生活の中には大まかな流れはある
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのようr::Iが、その日の入居者のそれぞれの状態や
過ごしたいか、希望にそって支援している 1希望を聞きながら、その人のペースに合つ

u 一日が過ごせるように支援しています。

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

一人ひとりの状態を把握した口腔ケアや生
活習慣を取り入れ毎食後の歯磨き支援や、
義歯使用の方には夕食後洗浄剤の使用に
て消毒を行い清潔保持に努める支援をして
おります。

7 



自 外
項 目

自己o. ... 1階 外部評価

己 部 実践状況 実践状況 次のス7ツプに向けて期待したい内容

43 ( 16) O排池の自立支援 心ご掛利け用て者お様り、まーす人。ひ排と池りののサ能イ力ンにを応見じ逃たさ支ず援、をパ 職員は、利用者一人ひとりの排池パターンを把握
排j世の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり している。声かけや誘導を行い、気持ち良くトイレ
の力や排池のパターン、習慣を活かして、トイレで ターンや時間を把提し、出来るだけトイレで気持 での排池が出来るよう支援している。希望に応じ
の排池や排池の自立にむけた支援を行っている

ちよく排池出来るよう支媛しております。また、ご
てポータブルトイレを居室でも使用し、自立に向け

家族織の意向に添った支媛にも心掛けておりま
た個別の支援を行っている。

す。

44 0便秘の予防と対応 毎日の生活の中で、散歩や体操により身体

~ 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物のエ を動かす事や、食事(水分)量等に注意をし
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に ています。排j世チェック表で、の排便確認を行
取り組んでいる い、主治医との相談の上、服薬にて排便コ

ントロールを行っています占

45 (17) 0入浴を楽しむ」とができる支援 ご利用者様一人ひとりの希望や体調、状態 い事る業。所体で罰は、少なくと応もじ週て22回人の体入制浴でを対支応援し清して潔
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を に応じて入浴をして頂いております。入浴を

翻や状態に

楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決 拒むご利用者様には職員を替えたり、時間
保持に努めている。好みのシャンプーリンスの使
用や、季節を感じるゆず湯等工夫し、リラックスで

めてしまわずに、個々にそった支援をしている を変えての言葉かけを行い、理由を聞き対 きる環境や、楽しむことができる支援も行ってい
応しております。 る。

46 0安眠や休息の支援
ご利用者様一人ひとりの生活習慣を把握

一人ひとりの生活習慣やそのち時よ々 くの眠状れ況るに応じ
て、休息したり、安心して気持 ょう支 し、一人ひとりの対応を心掛けて、日中の環

援している 境を整え夜間の安眠につなげる支援を行つ
ております。

47 0服薬支援 の薬変の化目や的安や定副に作つ用い、て用職途員容聞量でを話理し解合しいて、、毎症週状
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用

法や用量について理解しており、服薬の支援と症
の主治医の往診時、常駐の看護師に報告してい

状の変化の確認に努めている
ます。投薬時の確認も厳重に行い変更時も間違.
いのないよう職員間で情報の共有を行っておりま
す。

48 0役割、楽しみJとの支援
ご利用者様の好みや生活習慣に合わせた

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ、晴うに好、品一、
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、

役割分担が出来ており、得意分野での活躍

楽しみごと、気分転換等の支援をしている
を生きがいや励みにされ生活されておりま
す。

49 ( 18) 0日常的な外出支援 日頃から近隣の散歩や中庭ウッドデッキで
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か

春と秋は花見にでかけています。近場への
の日光浴を行っている。玄関前に草花を育

けられるよう支援に努めている。文、普段は行け て、水ゃりゃメダカの餌やりを楽しみにしてい
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族 散歩に行ったり、ご家族様との外出や外食 る。季節の花見やドライブに出かけることもあ
や地域の人々と協力しながら出かけられるように を楽しんでもらっています。 る。家族等の協力を得て外出や外食、外泊
支援している 等の希望に応じて行っている。

8 



自 タト
I頁 目

自己評価 1階 外部評価

己 部 実践状況 実践状況

50 0お金の所持や使うことの支援
職員は、ご利用者様が、お金を持ち管理す職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し

ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所 ることの大切さを理解しており、ご家族様と

持したり使えるように支援している 相談し希望や能力に応じて所持していただ
いております。

51 0電話や手紙の支援 電話やラインによるテレビ電話等ご利用可
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙 能な方法で要望に合わせた支援をしてさせ
のやり取りができるように支援をしている て頂いております。年賀状・季節のお便り、

手作りのお手紙の支援もさせて頂いており
ます。

52 (19) 0居心地のよい共用空間づくり 共有の空間には庭やプランターで咲いた草 共用空間は、中庭の景色を眺められる大きな窓
共用の空間(玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴 花を生けたり、玄関や中庭、花壇では季節 から光が差し込むなど明るさに配慮している。職
室、トイレ等)が、利用者にとって不快や混乱をま ごとの草花を育て穏やかで心地良い空間の 員は毎日清掃を行い、温度、湿度、換気にも配慮
ねくような刺激(昔、光、色、広さ、温度など)がな 提供をしております。リビンゲでは、できる限 している。壁面には利用者の習字や塗り絵等作品
、いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、 り馴染みのある空間づくりを目指しておりま の掲示、季節の飾り付けで、イベントを皆で楽しめ

居心地よく過ごせるような工夫をしている す。 る空間づくりに努めている。

53 0共用空間における一人ひとりの居場所づくり リビングのソファーやダイニングテーブルの椅子
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利 に座られ気の合った仲の良いご利用者様でパズ
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の ルや塗り絵をしたりして、会話を楽しまれておりま
工夫をしている す。一人でも漢字ドリルや数字合わせなどをして

思い思いに過ごせるようにしております。

54 (20) 0居心地よく過ごせる居室の配慮 ご家族様との写真や趣味や好みの装飾
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談 品、テレビ、冷蔵庫、扇風機等ご本人様が

55 
建物内部の洗面所、トイレ、洗濯場などの
共有部分には目印をかけたり、歩行ルート
の安全確保をして、安全かつ自立した生活
が送れるように工夫しております。

9 



自己評価および外部評価結果

3 

7 

地域密着型の理念を職員全員が意義をふ
た支援に取り組んでおります。

近くの神社の清掃活動に参加し、廃品回収

運営推進会議会議で外部評価の結果を報告
し、今後の取り組みについて話し合っています。
外部研修の伝達研修や内部研修、運営推進会
議での意見を日常のケアに反映しています。講
師の先生をお招きして勉強会も行っております。

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい|年lこ4回の虐待防止委員会の開催と施設
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で|内で勉強会を行い、職員間で理解を進め、
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払 |虐待防止に努めています。
い、防止に努めている

10 



自 外
Z頁 目

自己評価 2階 自己評価 自己評価

己 部
、

実践状況 実践状況 実践状況
8 O権利擁護に関、する制度の理解と活用 年に1回は施設内で権利擁護に関する制
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年 度について研修を行っています。新しく入居
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要 された利用者様には、権利擁護の説明をさ
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支 せて頂いております。また、相談された時に
援している は個別に対応もさせて頂いております。

9 0契約1::関する説明と納得 、
契約締結時にはご本人様やご家族様に対契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や

家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行 して「契約書Jr重要事項説明書」について‘
は十分な説明を行っています。不安や疑問い理解・納得を図っている
には具体的に答えるように努めています。

10 (6) 0運営1::関する利用者、家族等意見の反映 入居者様からは日常の会話の中から要望
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な を聞くようにしています。ご家族様からは面
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営 会時に直接伺うか、運営推進会議出席時に
に反映させている お聞きしたり、電話等も活用してコミニユ

ケーションを取るように心がけています。 、

11 (7) 0運営1::関する職員意見の反映 毎月開催するカンファレンスや勉強会の中
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や で、職員聞で話し合う機会を設けている4代
提案を聞く機会を設け、反映させている 表者や管理者も現場に入札日常的に相談

しやすい風通しの良い環境づくりを心がけて ， 

います。

12 0就業環境の整備
代表者は職員個々の努力や実績、勤務状

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時問、やりがい

況について把握するように務め、その都度

など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・ 向上心を持って働けるように声掛けをして、

条件の整備に努めている 評価するようにしている。

13 0職員を育てる取り組み 職員には順次、研修を受ける機会を設けて
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実 おります。また、.サービスの質の向上に努め
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会 ております。カンファレンス時にはケアで気
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを が付いた点等、改善した点を共有で、きるよう
進めている 話し合っています。

14 0同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機

他施設との交流により情報交換に努め、施
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問

設で活かせる取り組みを行っております。
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

11 



16 

17 

18 

19 

21 

常に日常生活において行動を共にして、役
割分担をする事で職員が助けられる場面が
生活の色々な場面で見られており、共に支
え合い、学び、信頼関係が築けます。

ホームでの敬老会や誕生会などへの参加
の呼びかけ、可能であれば病院受診への
同行もお願いし、共に本人を支えていく関係
を築くようにしています。

感染症の感染状況を注視しながら、外出等
を再開しています。基本的に面会も感染予
防を徹底し行っています。制限が必要なとき
には、電話やライン通話の送信などして、関
係継続の支援に取り組んでいます。

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ|利用者同士の関係を把握するように務め、

ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような123総主225ほ22Z5172422ユ
支援に努めている | 

1ます。

12 



自
己
一
位

項目

入居者の方が他施設や病院へ転院された
場合でも、面会へ行ったり、必要に応じては
本人や家族の相談を聞ける体制を取れるよ
うにしています。

24 

25 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する|一人一人の一日の過ごし方、心身状態、有
力等の現状の把握に努めている |する能力などについては一人一人介護日誌

'に記録し、全職員で把握するようにしていま
す。

m判叩I(什川川1叩川0ω匂)
|お聞きして、職員と話し合い、ご本人様の現について、本人、家族、必要な関係者と話し合、|
、|状に則した介護計画作成に努めておりま

それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即|占
した介護計画を作成している け

川 |2T22号器禁主23み、気づきや工夫を|毎日の様子や、介護計画を活かしたケアの
|実践、気付きゃ工夫を生活記録や日誌に記

個別記録に記入し、職員聞で情報を共有しながら|
|入して職員間で情報を共有し実践や介護計

実践や介護計画の見直しに活かしている | 
1画の見直しに取り組んでおります。

28 家族との外出等や本人の希望による買物
等の外出の支援や、家族との交流を図る敬
老会等の行事を企画して実践しています。
文、通院援助やホームでの造園や野菜栽
培等を行っています。

O一
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

13. 



自 外
I頁 目

自己評il-.. 2階 自己評価 自己評価

己 部 実践状況 実践状況 実践状況

29 0地域資源との協働
一人一人の暮らしを支えている地域資源を一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握

し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
把握するように務め、本人が心身の力を発

暮らしを楽しむことができるよう支援している 揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるように支援しています。

30 (11) 0かかりつけ医の受診支援
ご本人様、ご家族様と相談させて頂いた上

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納な得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き で、かかりつけ医や納得された医療機関の

受診をして頂いております。適切な医療を受
， 

がら、適切な医療を受けられるように支援している
けられるように支援しております。

31 O看護職との協働 入居前のかかりつけ病院等の看護師から
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気 の情報を引き継ぎ、当ホームの看護師によ
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え り健康管理をしています。一人ひとりのご利
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を 用者棟が、適切な看護や受診を受けられる
受けられるように支援している ようにしております。

32 0入退院時の医療機関との協働
入居者が入院した際には、着替え等の洗

利用者が入院した際、安心して治療で‘きるように、 濯物の交換はホームで行うようにしでいま
文、できるだけ早期に退院できるように、病院関係 す。又、病院を訪問した際には病院関係者
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、 より情報を頂き、できる限り早期退院が出来
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり るように支援しています。
を行っている。

33 (12) 0重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 契約時1=、入居者や家族に重度化した場合や

重度化した場合や終末期のあり方について、早い 終末期についての方針を説明し、希望を聴いて

段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所 います。入居者の重度化が進んだ時点で、再度

でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
移行を確認し、主治医を交えて方針を話し合うよ

地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
うにしています。又、看取り介護に関する研修を
行い入居者が安心して最期までホームで暮らせ

いる るように支援しています。

34 0急変や事故発生時の備え
カンファレンス時に勉強会を行い、緊急時

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行

の対応や事故発生時に備え応急手当や初

い、実践力を身に付けている
期対応の手技や方法を身につけておりま
す。

35 (13) 0災害対策
火災や地震、 水害等の災害時に、昼夜を問わず 年2回の防災訓練を行い、災害の多様化に
利用者が避難できる方法を全職員が身につける 対応できるように地域住民の協力を得られ
とともに、地域との協力体制を築いている る体制作りを目指しております。
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37 

38 

39 

41 

42 

床時の整容ケア、季節に応じた衣類の
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように|選択、入浴後の肌のお手入れや髭剃り等、

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

整容やお酒落などを支援しております。ご入
居者様とご家族様の好みにより、訪問美
容、訪問理容を選んで頂いております。

一人ひとりの状態を把握した口腔ケアや生
活習慣を取り入れ毎食後の歯磨き支援や、
義歯使用の方には夕食後洗浄剤の使用に
て消毒を行い清潔保持に努める支援をして
おります。
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「自 外
I頁 目

自己評伽 2階 自己評価 自己評価

己 部 実践状況 実践状況 実践状況

43 ( 16) 0排池の自立支援 心ご働利け用て者お様り、ま一す人。ひ排と池りののサ能イ力ンにを応見じ逃たさ支ず援、をパ
排;世の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排池のパターン、習慣を活かして、トイレで ターンや時間を把握し、出来るだけトイレで気持

ちよく排池出来るよう支援しております。また、ご
の排j世や排池の自立にむけた支援を行っている 家族棟の意向に添った支援にも心掛けておりま

す。

44 0便秘の予防と対応 毎日の生活の中で、散歩や体操により身
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工 体を動かす事や、食事(水分)量等に注意を
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に しています。排池チェック表での排便確認を
取り組んでいる 行い、主治医との相談の上、服薬にて排便

、 コントロールを行っています。

45 ( 17) 0入浴を楽しむ」とができる支援 ご利用者様一人ひとりの希望や体調、状態
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を に応じて入浴をして頂いております。入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決 拒むご利用者様には職員を替えたり、時間
めてしまわずに、個々にそった支援をしている を変えての言葉かけを行い、理由を聞き対

応しております。

46 0安眠や休息の支援
ご利用者棟一人ひとりの生活習慣を把握

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支

し、一人ひとりの対応を心掛けて、日中の環
境を整え夜間の安眠につなげる支援を行つ

援している
ております。

47 0服薬支援 の薬変の化目や的安や定副に作つ用い、て用職途員容聞量でを話理し解合しいて、、毎症週状
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量|二ついて理解しており、服薬の支援と症

の主治医の往診時、常駐の看護師に報告してい
ます。投薬時の確認も厳重に行い変更時も間違

状の変化の確認に努めている いのないよう職員聞で情報の共有を行っており
ます。

48 0役割、楽しみごとの支援
ご利用者様の好みや生活習慣に合わせた

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
役割分担が出来ており、得意分野での活躍

人ひとりの生活歴や力を活かした役割、晴好品、
を生きがいや励みにされ生活されておりま

楽しみごと、気分転換等の支援をしている
す。

49 (18) 0日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か

春と秋は花見にでかけています。近場へのけられるよう支援に努めている。文、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し‘家族

散歩に行ったり、ご家族様との外出や外食

や地域の人々と協力しながら出かけられるように を楽しんでもらっています。

支援している
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自 外
項 目

自己評伽 2階 自己評価 自己評価

己 部 実践状況 実践状況 実践状況

50 0お金の所持や使う」との支援
職員は、ご利用者様が、お金を持ち管理す職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し

ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所 ることの大切さを理解しており、ご家族様と

持したり使えるように支援している
相談し希望や能力に応じて所持していただ
いております。

51 0電話や手紙の支援 電話やラインによるァレビ電話等ご利用可
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙 能な方法で要望に合わせた支援をしてさせ
のやり取りができるように支援をしている て頂いております。年賀状・季節のお便り、

手作りのお手紙の支援もさせて頂いており
ます。

52 (19) 0居心地のよい共用空間づくり 共有の空間には庭やプフンターで‘咲いた草
共用の空間(玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴 花を生けたり、玄関や中庭、花壇では季節
室、トイレ等)が、利用者にとって不快や混乱をま ごとの草花を育て穏やかで心地良い空間の
ねくような刺激(音、光、色、広さ、温度など)がな 提供をしております。リビンゲでは、できる限
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、 り馴染みのある空間づくりを目指しておりま
居心地よく過ごせるような工夫をしている す。

53 0共用空間Lおける一人ひとりの居場所つくり リピンクーのソファーやダイニングテーブルの椅子
F 共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利 に座られ気の合った仲の良いご利用者様でパズ
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の ルや塗り絵をしたりして、会話を楽しまれておりま
工夫をしている す。一人でも漢字ドリルや数字合わせなどをして

思い思いに過ごせるようにしております。

54 (20) 0居心地よく過ごせる居室の配慮 ご家族樟との写真や趣味や好みの装飾
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談 晶、テレビ、冷蔵庫、扇風機等ご本人様が
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし 用意されています。職員は、ご利用者様と
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい 相談し、ご家族様に要望を伝える支援をし
る ております。

55 0一人ひとりの力を活かした安全な環境つくり
建物内部の洗面所、トイレ、洗濯場などの

建物内部は一人ひとりの「できることJrわかるこ
共有部分には目印をかけたり、歩行ルート

とJを活かして、安全かつできるだけ自立した生活
の安全確保をして、安全かつ自立した生活

が送れるように工夫している
が送れるように工夫しております。

17 




